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2.9.2. 教員実績概要 
職名： 准教授 氏名： 佐々木 淳 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
情報システム構築学，性能評価，情報システム演習 A,B,C,情報システムゼミ A,B，卒業研究・制作 A,B，基礎教養入
門，プロジェクト演習Ⅰ，Ⅱ 
(b) 研究科担当授業科目 
情報システム評価特論，ゼミナールⅠ，Ⅱ，Ⅲ，ソフトウェア情報学研究 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
1) 講座ゼミ合宿実施（花巻市，2009．8.19－8.20） 
2) 特別講義（計算理論，セキュリティ理論，群馬大学名誉教授，2008.9.1-2） 
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
特になし 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
特になし 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文、国際会議プロシーディング、ワークショップ等） 
1) Jun Sasaki, Keizo Yamada, Michiru Tanaka and Yutaka Funyu: “Prototype Systems of Life Support Netwpork 
for Rural Living People”, Proceedings of the 19th European- Japanese Conference on Information Modeling 
and Knowledge Bases (EJC 2009), pp.369-376, Jun.2009. 
2) Jun Sasaki, Keizo Yamada, Michiru Tanaka, Hamido Fujita, Domenico M. Pisanelli, Riccardo Rasconi, Lorenza 
Tiberio and Claudio De Lazzari: “ Improving Safety and Healthy Life of Elderly People: Italian and 
Japanese Experiences”, Proceedings of the 8th International Conference on Software Methodologies, Tools 
and Techniques (SoMeT 2009), pp.585-598, Sept.2009. 
3) Katsuya Takahashi, Keizo Yamada, Jun Sasaki and Yutaka Funyu: Development of an Integrated Health 
Improvement Support System, Proceedings of the 8th International Conference on Software Methodologies, 
Tools and Techniques (SoMeT 2009), pp.608-619, Sept.2009. 
4) Jun Sasaki, Hiroaki Shimomukai, Michiru Tanaka, Gopal Kumar and Yutaka Funyu: “Development of Designed 
Q-R Code for Point-of-use Application”, Proceedings of International Conference on Information Systems 
& Software Engineering (ICISSE’09), pp.118-122, Dec. 2009. 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) Jun Sasaki, Keizo Yamada and Katsuya Takahashi: “A Study on an Adaptation Model of Life Support Network 
in a RuralArea”, Workshop on Telematics and Robotics for the quality of life of the elderly, Rome CNR, 
Sept.2009.  
2) 山田敬三，高橋克弥，佐々木淳：統合型健康増進支援システム IHISS の設計と評価，情報処理学会第 140 回 マ
ルチメディア通信と分散処理研究発表会，2009.9(in CD-R). 
3) 藤田ハミド，佐々木淳，羽倉淳，槫松理樹，大道顕二郎：メンタルクローニング手法を用いたバーチャル・ドク
ター・システムの研究開発，第 48 回全国自治体病院学会（川崎市），2009/11/13． 
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4) 陳実，清水皓生，山田敬三，佐々木淳：更新が容易な多言語対応地域観光サイトの研究，電子情報通信学会ヒュ
ーマンコミュニケーショングループシンポジウム，B6-2，2009.12(in CD-ROM). 
5) 佐々木弘介，菊池卓秀，山田敬三，佐々木淳：VoIP サーバと FAX を連動させた高齢者向け地域イベント情報配
信システム，電子情報通信学会ヒューマンコミュニケーショングループシンポジウム，B8-2，2009.12(in 
CD-ROM). 
6) 菊池卓秀，佐々木弘介，山田敬三，佐々木淳：VoIP を用いた高齢者見守りシステムにおける音声メッセージ配
信機能の検討，電子情報通信学会ヒューマンコミュニケーショングループシンポジウム，B8-3，2009.12(in 
CD-ROM). 
7) 伊藤紘貴，山田敬三，佐々木淳：食材データベースと連携した料理情報システム，電子情報通信学会ヒューマン
コミュニケーショングループシンポジウム，C5-4，2009.12(in CD-ROM). 
8) 倉俣恵祐，山田敬三，佐々木淳：ソフトウェアレビューにおける観点の共有効果に関する研究，電子情報通信学
会技術研究報，Vol.109，No.392，KBSE2009-56，知能ソフトウェア工学研究会(KBSE)，2010.1. 
9) 倉俣恵祐，山田敬三，佐々木淳：ソフトウェアインスペクションにおける観点共有によるレビュー品質向上法の
提案，情報処理学会第 72 回全国大会，2P-7，2010.3(in CD-ROM). 
10) 林秀樹，菊池卓秀，佐々木弘介，山田敬三，佐々木淳：電話を活用した自己発信型高齢者見守りシステムの規模
拡大時におけるネットワーク設計，情報処理学会第 72 回全国大会，2ZK-4，2010.3(in CD-ROM). 
11) 菊池卓秀，佐々木弘介，山田敬三，佐々木淳：VoIP を用いた高齢者見守りシステムにおける音声メッセージ配
信機能の検討，情報処理学会第 72 回全国大会，2ZK-5，2010.3(in CD-ROM). 
12) 佐々木弘介，菊池卓秀，山田敬三，佐々木淳：VoIP サーバを活用した高齢者向け地域イベント情報配信システ
ムの設計，情報処理学会第 72 回全国大会，2ZK-6，2010.3(in CD-ROM). 
13) 馬林建矢，伊藤行生，高橋克弥，山田敬三，佐々木淳：医療機関との連携を考慮した健康プラットフォームの検
討，情報処理学会第 72 回全国大会，2ZL-5，2010.3(in CD-ROM). 
14) 伊藤行生，高橋克弥，山田敬三，佐々木淳：統合型健康増進支援システム（IHISS）における在宅栄養管理機能
の開発，情報処理学会第 72 回全国大会，2ZL-7，2010.3(in CD-ROM). 
15) 清水皓生，佐々木淳，山田敬三：インスタントメッセンジャーを用いた会話における半自動議事録生成システム
の提案，情報処理学会第 72 回全国大会，4ZG-4，2010.3(in CD-ROM). 
16) 陳実，山田敬三，佐々木淳：多言語対応・地域情報システムフレームワークの提案，情報処理学会第 72 回全国
大会，4ZL-1，2010.3(in CD-ROM). 
17) 伊藤紘貴，倉俣恵祐，山田敬三，佐々木淳：地域食材データベースと連携した料理情報提供システム「ぐるめサ
ーチャー」の構築，情報処理学会第 72 回全国大会，4ZL-7，2010.3(in CD-ROM). 
18) 小泉千嘉，伊藤美穂子，日比野智香子，山田敬三，佐々木淳，吉岡美子：病院規模別にみた栄養指導の実態調査
-診療所用電子カルテと連携した栄養指導システム開発に向けて-，盛岡短期大学部研究論文集，2009 
(e) 研究費の獲得 
1) 公募型地域課題研究（1905）：地元食材の機能性・食味特性を生かす料理情報提供システムの構築（通称：安比
プロジェクト）：1,108,000 円 
2) 公募型地域課題研究（2004）：診療所用電子カルテを活用した栄養指導支援システムの研究（通称：北上プロジ
ェクト）：1,500,000 円 
3) 受託研究（紫波町より）：「食育ネット」システムの利用拡大と運用方法に関する研究： 363,700 円 
4) 受託研究（株式会社 北上オフィスプラザより）：「熱間鍛造向けインライン赤外線画像処理検査装置の開発」の
うち，デュアル PC システム開発： 1,078,742 円 
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5) 受託研究（株式会社 オフィス エム アンド エムより）：ウェルネスサポートシステム情報基盤に関する研
究： 477,750 円 
6) 共同研究（岩手県社会福祉協議会，株式会社イワテシガ）：「ICT を活用する高齢者安否確認見守りシステムの実
用化研究」-二次システムのプロトタイプ開発部分-：1,500,000 円 
7) 総務省戦略的情報通信研究開発推進制度（SCOPE）地域 ICT 振興型研究開発：メンタルクローニング手法を用い
たバーチャル・ドクター・システムの研究開発（研究代表者：藤田ハミド，研究分担者：佐々木淳，羽倉淳，榑
松理樹，大道顕二郎）：8,030,000 円（実績） 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
特になし 
 
[大学運営］ 
(a) 全学委員会 
1) AO 入試委員会 委員 
(b) 学部/研究科の委員会 
1) 学部入試実施委員会 委員長 
2) 学部 AO 入試実施委員会 委員 
3） 学部入試部会 幹事会 メンバー 
3) アイーナキャンパス事業 学部担当教員，「IPU 情報システム塾」の開講 
(c) 学生支援 
1) 高校訪問（入試説明等 合計 8回） 
2) 高校生見学対応（研究室説明等，合計 3回） 
(d) その他 
特になし 
 
[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
1) 岩手県立病院医療情報化推進委員（岩手県医療局） 
2) 平成 21 年度 市町村中堅職員研修 講師（岩手県市町村会） 
(b) 企業・団体などにおける活動 
1) 社会福祉法人 青森県社会福祉協議会 ICT 活用予防型高齢者等安否確認システム開発事業検討委員会 委員（青
森県社会福祉協議会） 
2) 「熱間鍛造向けインライン赤外線画像処理検査装置の開発」推進委員会 委員 （株式会社北上オフィスプラザ）
3）（株）イグノス 取締役 
4) NTT Technical Review 外部査読委員 
(c) 一般教育 
1) アイーナキャンパス事業「IPU 情報システム塾」の企画・開催（塾長） 
(d) 産学連携 
1) 岩手県医療福祉情報化コンソーシアム「ポラーノ広場」副会長兼事務局：総会・記念講演会の開催（平成 21 年
4月 30 日，アイーナキャンパス） 
2) 第 2回いわて特許ビジネスマッチングフェアでの発表：デザイン QR コードを用いた電子投票システム（平成 22
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年 2月 19 日，岩手県工業技術センター） 
3) バーチャル・ドクター・システム評価委員会の開催（平成 21 年 5月 21 日，12 月 3 日，平成 22 年 3月 4日） 
(e) 学会などにおける活動 
1) IEEE 会員 
2) 電子情報通信学会 会員 
3) 情報処理学会 会員 
4) 電気学会 会員 
5) 日本医療情報学会 会員 
6) 社会情報学会 会員 
7) 情報システム学会 会員 
8) 日本福祉介護情報学会 会員 
9) 環境情報ネットワーク研究会 会員 
10) 論文査読：IEEE Trans.（1 編），SoMeT2009（3 編）,Elsevier Knowledge-Based System（3 編），ICISSE’09（3
編），International Journal of Electronic Business(6 編) 
11) 情報処理学会全国大会 座長（平成 22 年 3月 9日，東京大学） 
(f) その他 
特になし 
 
[主な業績］ 
1) 受託研究 「食育ネット」システムの利用拡大と運用方法に関する研究について 
紫波町「食育ネット」については，これまでの受託研究により，2006 年度にシステムの開発，2007 年度に食育ネ
ットの運用実験評価，2008 年度に普及方法及び教育効果に関する研究を行ってきた．しかし，学校でのパソコン利
用に制限があることや，年度毎に利用者の入れ替えがあること，学校給食センターでのブログ入力が負担であるこ
と等の問題があり，利用拡大や継続的な運用は難しいことがわかった．そこで，2009 年度は，紫波町学校給食セン
ターが給食を提供している全校（小学校 11 校、中学校 3 校）に拡大する方法，学校給食センターの負担がない運用
方法について研究を行った．具体的には，学校での利用モデルの検討，学校給食センターの業務分析に基づき，利
用者研修も含めた運用サイクルについて明らかにした．また，「食育」という分野が体系的に確立していないことか
ら，これまでの「給食ブログ」の記事を分析し，内容の分類を行い，食育オントロジー構築を試みた．さらに，そ
の内容に関して体系的に楽しんで学習できる「食育ドリル」のプロトタイプシステムを構築した．同時に，給食を
通じて保護者にも食育に関心を持っていただくため，給食献立のメール配信サービスについての検討およびシステ
ム設計を行った． 
 
2) 受託研究 ウェルネスサポートシステム情報基盤に関する研究について 
近年，わが国においては，少子高齢化，生活習慣病の増加，医療費の増大により，病気にならない健康増進活
動（予防医療）を自主的に行うことがますます重要になってきている．本研究は，家庭で日常的に測定する体重，
体脂肪，血圧などのバイタルデータや，歩数など健康増進活動に関わるデータについて，インターネットを通じ
てかかりつけ医に自動的に送信して指導を受けることができ，緊急時には救急センターに自動通報指導できる標
準的な情報システム「ウェルネスサポートシステム」を構築することを目標としている．この第一歩として，今
年度は， 
① 様々な健康データを扱うハードウェアやそれを処理して表示するソフトウェアについての現状技術調査 
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② 上記に柔軟に対応できるようにするための情報基盤（プラットフォーム）の構造についての検討 
③ 次年度以降に開発を予定している通信機能を有するハードウェア，それらのハードウェアの信号を集約し，
インターネットを通じて転送するためのゲートウェイ，情報表示するための健康データサーバ等についての開
発に資するシステム全体のアーキテクチャの提案 
④ 次年度以降に開発を予定している「ウェルネスサポートシステム」プロトタイプの基本構造，実際の医療機
関と連携した現場試験の方法，提案するプラットフォームの有効性評価方法等に関する検討と新たな研究課題
の抽出 
などの取り組みを行った． 
 
3）共同研究 ICT を活用する高齢者安否確認見守りシステムの実用化研究（二次システムのプロトタイプ開発部分）
について 
少子高齢化が進む我が国においては地域に居住するひとり暮らし高齢者等の孤独死が深刻な問題となってい
る．そのような独居高齢者の心身の変化を的確に把握し，孤独死や自死防止につなげるため，昨年度 ICT を活用
した民間事業者と協力する新たな地域互助機能を組織化する見守りシステムを開発し，検証を行うことを目的と
した研究を行った．昨年度の研究における実証実験の結果によると，高齢者及び社会福祉協議会，民生委員や宅
配業者などシステムを利用したユーザの評価はいずれも好評であり，開発したシステムは十分利用可能であるこ
とが分かったが，一般回線との通信を行うために電話回線の信号をディジタルに変換する処理や音声ガイダンス
の構築に用いた「音声ボード」が高価であることから，継続的な運用を図るためには，システム全体のコストや，
利用者への課金などを含めて再度検討する必要がある． また，システムの運用中に WEB サーバの機能が突然停止
する問題が発生したことがある．この問題については，OS とネットワークの相性上の問題として考えられるが，
原因が特定できないため，システムの再構築に伴い，レンタルサーバを利用することでより安定的なサービスを
実現する必要がある．今年度の研究では，昨年度のシステムを経済性・保守性・拡張性の観点から試行的に再構
築し，①システムの開発・運用における低コスト化ができるか，②低コスト化に伴うシステムの実現性があるか，
③導入・運用の観点からシステムを容易に普及させることができるか否かの検証を目的としている．今年度検討
したシステムは高価な「音声ボード」を用いず，すべての機能をレンタルサーバと IP－PBX 技術（Asterisk）で
実現するため，従来システムとはと根本的に構造が異なり，「二次システム」と呼んでいる．2009 年度を二次シ
ステムの実現可能性の検証と，基本構成の検討，コスト試算等を行った． 
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職名： 講師 氏名： 山田 敬三 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
アルゴリズム論，計算モデル論，ソフトウェア演習Ａ，ソフトウェア演習Ｂ，ソフトウェア演習Ｃ，学の世界入門，
プロジェクト演習Ⅰ，プロジェクト演習Ⅱ，情報システム演習Ａ，情報システム演習Ｂ，情報システム演習Ｃ，情
報システムゼミＡ，情報システムゼミＢ，卒業研究・制作Ａ，卒業研究・制作Ｂ 
(b) 研究科担当授業科目 
知識基礎特論，ソフトウェア情報学ゼミナール I，ソフトウェア情報学ゼミナール II，ソフトウェア情報学ゼミナ
ール III 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
ソフトウェア演習Ｂにおいて，演習時間とは別に時間を設けレポートについて面接を行った． 
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
なし 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
なし 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文、国際会議プロシーディング、ワークショップ等） 
1) Jun Sasaki, Keizo Yamada, Michiru Tanaka and Yutaka Funyu: “Prototype Systems of Life Support Netwpork 
for Rural Living People”, Proceedings of the 19th European- Japanese Conference on Information Modeling 
and Knowledge Bases (EJC 2009), pp.369-376, Jun.2009. 
2) Jun Sasaki, Keizo Yamada, Michiru Tanaka, Hamido Fujita, Domenico M. Pisanelli, Riccardo Rasconi, Lorenza 
Tiberio and Claudio De Lazzari: “ Improving Safety and Healthy Life of Elderly People: Italian and 
Japanese Experiences”, Proceedings of the 8th International Conference on Software Methodologies, Tools 
and Techniques (SoMeT 2009), pp.585-598, Sept.2009. 
3) Katsuya Takahashi, Keizo Yamada, Jun Sasaki and Yutaka Funyu: Development of an Integrated Health 
Improvement Support System, Proceedings of the 8th International Conference on Software Methodologies, 
Tools and Techniques, pp.608-619, 2009. 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) Jun Sasaki, Keizo Yamada and Katsuya Takahashi: “A Study on an Adaptation Model of Life Support Network 
in a RuralArea”, Workshop on Telematics and Robotics for the quality of life of the elderly, Rome CNR, 
Sept.2009.  
2) 山田敬三，高橋克弥，佐々木淳：統合型健康増進支援システム IHISS の設計と評価，情報処理学会第 140 回 マ
ルチメディア通信と分散処理研究発表会，2009.9(in CD-R). 
3) 陳実，清水皓生，山田敬三，佐々木淳：更新が容易な多言語対応地域観光サイトの研究，電子情報通信学会ヒュ
ーマンコミュニケーショングループシンポジウム，B6-2，2009.12(in CD-ROM). 
4) 佐々木弘介，菊池卓秀，山田敬三，佐々木淳：VoIP サーバと FAX を連動させた高齢者向け地域イベント情報配
信システム，電子情報通信学会ヒューマンコミュニケーショングループシンポジウム，B8-2，2009.12(in 
CD-ROM). 
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5) 菊池卓秀，佐々木弘介，山田敬三，佐々木淳：VoIP を用いた高齢者見守りシステムにおける音声メッセージ配
信機能の検討，電子情報通信学会ヒューマンコミュニケーショングループシンポジウム，B8-3，2009.12(in 
CD-ROM). 
6) 伊藤紘貴，山田敬三，佐々木淳：食材データベースと連携した料理情報システム，電子情報通信学会ヒューマン
コミュニケーショングループシンポジウム，C5-4，2009.12(in CD-ROM). 
7) 倉俣恵祐，山田敬三，佐々木淳：ソフトウェアレビューにおける観点の共有効果に関する研究，電子情報通信学
会技術研究報，Vol.109，No.392，KBSE2009-56，知能ソフトウェア工学研究会(KBSE)，2010.1. 
8) 倉俣恵祐，山田敬三，佐々木淳：ソフトウェアインスペクションにおける観点共有によるレビュー品質向上法の
提案，情報処理学会第 72 回全国大会，2P-7，2010.3(in CD-ROM). 
9) 林秀樹，菊池卓秀，佐々木弘介，山田敬三，佐々木淳：電話を活用した自己発信型高齢者見守りシステムの規模
拡大時におけるネットワーク設計，情報処理学会第 72 回全国大会，2ZK-4，2010.3(in CD-ROM). 
10) 菊池卓秀，佐々木弘介，山田敬三，佐々木淳：VoIP を用いた高齢者見守りシステムにおける音声メッセージ配
信機能の検討，情報処理学会第 72 回全国大会，2ZK-5，2010.3(in CD-ROM). 
11) 佐々木弘介，菊池卓秀，山田敬三，佐々木淳：VoIP サーバを活用した高齢者向け地域イベント情報配信システ
ムの設計，情報処理学会第 72 回全国大会，2ZK-6，2010.3(in CD-ROM). 
12) 馬林建矢，伊藤行生，高橋克弥，山田敬三，佐々木淳：医療機関との連携を考慮した健康プラットフォームの検
討，情報処理学会第 72 回全国大会，2ZL-5，2010.3(in CD-ROM). 
13) 伊藤行生，高橋克弥，山田敬三，佐々木淳：統合型健康増進支援システム（IHISS）における在宅栄養管理機能
の開発，情報処理学会第 72 回全国大会，2ZL-7，2010.3(in CD-ROM). 
14) 清水皓生，佐々木淳，山田敬三：インスタントメッセンジャーを用いた会話における半自動議事録生成システム
の提案，情報処理学会第 72 回全国大会，4ZG-4，2010.3(in CD-ROM). 
15) 陳実，山田敬三，佐々木淳：多言語対応・地域情報システムフレームワークの提案，情報処理学会第 72 回全国
大会，4ZL-1，2010.3(in CD-ROM). 
16) 伊藤紘貴，倉俣恵祐，山田敬三，佐々木淳：地域食材データベースと連携した料理情報提供システム「ぐるめサ
ーチャー」の構築，情報処理学会第 72 回全国大会，4ZL-7，2010.3(in CD-ROM). 
17) 小泉千嘉，伊藤美穂子，日比野智香子，山田敬三，佐々木淳，吉岡美子：病院規模別にみた栄養指導の実態調査
-診療所用電子カルテと連携した栄養指導システム開発に向けて-，盛岡短期大学部研究論文集，2009 
(e) 研究費の獲得 
1) 公募型地域課題研究（1905）：地元食材の機能性・食味特性を生かす料理情報提供システムの構築（通称：安比
プロジェクト）：1,108,000 円 
2) 公募型地域課題研究（2004）：診療所用電子カルテを活用した栄養指導支援システムの研究（通称：北上プロジ
ェクト）：1,500,000 円 
3) 受託研究（紫波町より）：「食育ネット」システムの利用拡大と運用方法に関する研究： 363,700 円 
4) 受託研究（株式会社 オフィス エム アンド エムより）：ウェルネスサポートシステム情報基盤に関する研
究： 477,750 円 
5) 共同研究（岩手県社会福祉協議会，株式会社イワテシガ）：「ICT を活用する高齢者安否確認見守りシステムの実
用化研究」-二次システムのプロトタイプ開発部分-：1,500,000 円 
 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
1) なし 
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[大学運営］ 
(a) 全学委員会 
なし 
(b) 学部/研究科の委員会 
学部教務委員会，入試検討委員会 
(c) 学生支援 
なし 
(d) その他 
なし 
 
 
[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
 なし 
(b) 企業・団体などにおける活動 
 なし 
(c) 一般教育 
2) ＩＰＵ情報システム塾 
(d) 産学連携 
 なし 
(e) 学会などにおける活動 
1） 人工知能学会 会員 
2） 情報処理学会 会員 
(f) その他 
1)  
 
[主な業績］ 
本年度は、開発者のスキルレベルの内、プログラミング技能として、コーディングおよび、デバッ
グの技能に着目した。まず、プログラミング作業をモデル化し、コーディングにかかる時間や訂正
したバグの個数やデバッグにかかった時間などをもとに、プログラミングのスキルレベルを定式化
した。 
